
 

 

 

 

           
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     フレンドリーニュース 
1２月号 

令和 6年１月２４日 
エデュ・サポートおおいた 
「フレンドリールーム」 

１月の行事予定 
 ５日(金) フレンドリー模擬試験 

1２日(金) 開級日 

１６日(火) 親の会 

２４日(水) ピラティス 

３１日(水) 百人一首大会 

☆おでかけフレンドリールーム 
1月 16日（大南・坂ノ市） 
1月 23日（稙田） 

 ２学期は一尺屋での波止釣り、高崎山登山、学習発表会等、たくさんの行事がありました。
フレンドリールームのテーマ、「皆楽修結＝みんなで楽しく学びながらつながろう」の下、共に
活動する中で、考えを出し合い、絆を深めてきました。また、昼休みには卓球を楽しみながら
技を磨き、技を互いに教え合うなどして、徐々に全員の卓球の技術が上達していきました。 
 仲間と活動しながら自分の成長も感じられたので、今後は新たな意欲が高まることを目標
にしています。 

 ２学期がスタートしてから、フレンドリールームでは、楽器の演奏、書写の練習など

に取り組んできました。  

 ９月中旬に、２学期の終わりに行われるフレンドリー・パーティー「学習発表会」

で、どのような発表をしたいかについて、通級生みんなでアイディアを出し合いまし

た。その結果、「書」に自分の思いを込めて発表したいという思いで、書道の練習

が始まりました。 

 

 

  
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 フレンドリールーム（FR）のテーマ「皆楽修結」を書くことになり、
文字の意味や自分の思いをどのような筆遣いで表現したいかを
考えました。 
 全員共通していたことは、「みんなとの思い出があるので、力強
く書きたい」という思いでした。筆遣いに慣れるまで５０枚以上書
いた通級生もいれば、文字のイメージを思い描いてから慎重に書
く通級生等もいて、様々なスタイルで練習する姿にお互い刺激を
受けながら上達していきました。 

 

  
 

  

発表会では、緊張の中、司会や代表のあいさつから始まり、書道パフォーマンスでは、「FR 皆楽修結」の文
字を一人一人順番に、大勢の観客の前で堂々と書きました。そして、５人の通級生が書いた文字を台紙に貼り、
作品を披露しました。パフォーマンス後は、文字に込めた思いや２学期のフレンドリールームでの思い出を、一人
一人自分の言葉で発表しました。それぞれの役割を立派にやり遂げ、みんな達成感で満たされた表情でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの想いをつなげて 

一つの作品になりました 

スペシャルゲストとして職員が弾き語りをし、心癒される歌声でした。個別の通級

生の作品展示（折り紙、工作、絵、卒業論文等）もあり、これまでの活動の集大成

となりました。 
会場を包み込

む温かい弾き

語りでした 

 

スペシャルゲスト！ 


